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⑵
人
と
自
然
を
思
い
や
る
ま
ち
（
環

境
・
市
民
生
活
分
野
）

⑶
地
域
特
性
を
活
か
し
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
（
都
市

基
盤
分
野
）

⑷
共
に
支
え
合
う
健
康
と
福
祉
の
ま

ち
（
健
康
福
祉
分
野
）

⑸
地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
力
あ
る

産
業
と
交
流
で
賑
わ
う
ま
ち
（
経

済
産
業
分
野
）

⑹
郷
土
を
愛
し
世
界
に
通
じ
る
人
を

活
動
日　
令
和
６
年
12
月
１
日
（
日
）

参
集
場
所　
市
役
所　
全
員
協
議
会
室

災
害
発
生
時
、
議
員
は
各
地
区
の
方
面

隊
や
地
区
防
災
連
携
会
の
顧
問
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
安
否
確
認

メ
ー
ル
に
よ
る
議
員
の
安
全
確
認
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
初
め
て
議
員
登
庁

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
役
所
登
庁
後
は
、
事
務
局
職
員
か
ら

市
議
会
業
務
継
続
計
画
（
案
）（
以
下
、

「
議※

会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」）
の
説
明
を
受
け
、
本
会

議
や
委
員
会
開
催
中
に
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
備
え
、
避
難
経
路
や
消
火
栓
、
消

火
器
の
設
置
箇
所
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
役
所
西
館
の
災
害
対
策
本

部
の
見
学
を
行
い
、
危
機
管
理
課
長
か
ら

災
害
対
策
本
部
設
置
後
の
流
れ
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
防
災
訓
練	

（
議
員
登
庁
訓
練
）

災害対策本部見学 議会ＢＣＰ（案）の説明を受ける議員

議
員
活
動
報
告

育
む
ま
ち
（
教
育
分
野
）

⑺
多
様
化
す
る
社
会
に
対
応
で
き
る

持
続
可
能
な
ま
ち
（
経
営
管
理
分

野
）

な
お
、
委
員
か
ら
「
あ
る
べ
き
姿
と

現
状
の
差
が
課
題
で
あ
る
。
現
状
と
課

題
に
対
応
さ
せ
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た

め
の
具
体
策
を
記
載
す
る
よ
う
に
整
理

す
べ
き
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。第 3次御前崎市総合計画は策定段階にあるため、こちらのイメージ図は今後変更する可能性があります。

御前崎市の将来都市像（仮）

※　

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
…
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
に
お
い
て
も
、
議
会
が
平
時
と
同
じ
よ
う
に

議
事
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
責

務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
定
め
た
計
画

の
こ
と
で
す
。


